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立教女学院は、勤務員が心を一つにして、建学の精神である「キリスト教に

基づく女子教育」のもと、児童・生徒の「その人らしさ」を尊重し、心身とも

により健やかに、豊かに成長できますよう、日々の教育に努めております。ま

た保護者の皆様には日々本学院に対しますご理解とご協力を賜っておりますこ

とに、また地域の皆様からも長年にわたり本学院の教育活動への理解を賜って

おりますことに深く感謝しております。 

 

さて、2026 年 10 月 1 日の改正労働施策総合促進法の施行に伴い、各教育機

関においても、勤務員が日々安心して教育活動に専念できる環境を確保し、カ

スタマー・ハラスメントを防止するため、必要な措置を講じることが義務付け

られました。つきましては、本学院では、関連法、条例、ガイドライン等を踏

まえ、基本的な対応方針を以下のように定めましたのでお知らせいたします。 

 

本学院におけるカスタマー・ハラスメントとは、学校に対する言動・クレー

ムなどのうち、その内容等が社会通念上不相当であり、その結果、勤務員の職

務への意欲が萎縮するなど就業環境全体が害されると学校が判断するものであ

って、具体的には、以下のような行為を事例の一部と考えております。 

 

・身体的あるいは精神的な攻撃（暴言、暴行、中傷、侮辱、威圧的な言動など） 

・過剰・過大な要求（担当者、成績・評価等の変更・見直しなど） 

・継続的で執拗な言動（同じ要求の繰り返しなど） 

・差別的な言動（年齢、性別、立場などへの言及） 

・勤務員の個人的属性に対する攻撃 

・内容を問わず、SNS等を用いた意図的な拡散・誹謗中傷など 

 

ご相談は、原則ご来校いただき、お約束した時間内といたします。電話連絡

の場合でも録音させていただくことがあります。また事案によっては弁護士が

同席しての面談となる場合もございます。 

 

今後ともよろしくご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 

 

以 上 


